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きそさき
INFORMATION

元町議会議員

三輪 博和氏「旭日単光章」を受章

防犯功労表彰を受賞

　三輪　博和氏は、昭和60年に村議会議員に就任以来、
議員として町政の推進、地方自治の発展に貢献されたこと
により、このたび、「旭日単光章」を受章されました。
　この叙勲の伝達式は、６月５
日議場において行われ、町長か
らご本人に伝達されました。
　ここに、長年に亘る氏のご尽
力と功績に感謝申し上げます。

　去る6月5日（水）、桑名市柿安シティホールにて開催された、桑名地域生活安全協会通常総会に
おいて、防犯功労の表彰式が行われ、当町からは、地域安全活動功労者として花井　實さんと中西
康弘さんが表彰されました。
　花井さんは木曽岬町東部地区防犯委員会に平成18年の設立時から、また、中西さんはきそさき
防犯パトロール隊に令和２年から、それぞれの組織に所属し、町内の夜間防犯パトロール活動に従
事されるなど防犯活動に尽力されています。

夜間防犯パトロールを実施
　木曽岬町東部地区防犯委員会、きそさき防犯パトロール隊
では、月に３～５回、夜間防犯パトロールを実施し、不審者
や不審車両がないか見回りを行っています。

パトロールに向かう両団体のメンバー→

桑名地域生活安全協会通常総会 花井　實さんと中西康弘さん
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　国外転出を予定されている日本国籍の方が、国外に転出される際、事前に
手続きをすることでマイナポータルの利用など、引き続きマイナンバーカー
ドが利用できるようになりました。また、既に海外へ転出している日本国籍
の方は、在外公館や一時帰国後の国内の市区町村でマイナンバーカードの申
請や受け取り等の手続きができます。
　詳しくは、デジタル庁ホームページ等でご確認ください。

　令和６年４月１日から下水道事業が企業会計へ移行したことに伴い、「木曽岬町公共下水道事業」
及び「木曽岬町農業集落排水事業」を「木曽岬町下水道事業」に統合しました。統合に伴い適格請
求書（インボイス）発行事業者登録番号が変更となりましたのでお知らせします。

コンビニ交付サービス停止のお知らせコンビニ交付サービス停止のお知らせ
システムのメンテナンスのためコンビニでの住民票の写し等証明書交付サービスを停止します。

停止期間　7月17日（水）の終日
担当：住民課　☎68-6103　　税務課　☎68-6102

国外転出者のマイナンバーカード利用
令和6年5月27日から海外でも

マイナンバーカードが利用できるようになりました！
デジタル庁ホームページ

マイナンバーカード総合サイト

●木曽岬町役場　住民課　☎68－6103

●問合せ先／木曽岬町役場　建設課　☎68－6106

インボイス登録番号変更

令和６年３月請求分まで
（令和６年１月～２月使用分）

令和６年４月請求分から
（令和６年２月～３月使用分）

木曽岬町公共下水道事業
（T 7 8 0 0 0 2 0 0 0 3 7 6 2） 木曽岬町下水道事業

（ T 6 8 0 0 0 2 0 0 0 6 7 9 9）木曽岬町農業集落排水事業
（T 8 8 0 0 0 2 0 0 0 3 7 6 1）
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取
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【
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
の
送
付
】

　
日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
２０
歳
以
上

６０
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
の
被
保
険

者
（
加
入
者
）
と
な
り
ま
す
。
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に
な
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方
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、
日
本
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金
機
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※

厚
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し
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方
を
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き
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す
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基
礎
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金
番
号
通
知
書
」、「
国
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金
加
入
の
お
知
ら
せ
」、「
国
民
年
金
保
険

　脱炭素社会の実現に向け、自家消費型太陽光発電設備の導入促進を図るため、住民の方が太陽光発電設備及び
蓄電池（以下「太陽光発電設備」という。）を導入するために必要な経費の一部を補助する補助事業の募集を開
始します。

☆補助対象者
　木曽岬町内で自ら所有し居住する住宅の屋根等に太陽
　光発電設備を設置する者で、以下の要件を満たすこと
　○発電した電力量の３０パーセント以上を当該住宅に
　　おいて自ら消費する者であること
　○再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特別
　　措置法に基づくFIT又はFIP制度の認定を取得しな
　　い者であること　
☆補助金額
　①太陽光発電設備：7万円／1kWあたり（※上限10kW）
　②蓄　　電　　池：蓄電池の価格（工事費込み・税抜き）
　　　　　　　　　　　の1／ 3（※上限10kWh）
　※蓄電池は、15.5万円／1kWh以下（工事費込み・税抜き）
　　で、かつ太陽光発電設備と同時に設置する場合に限
　　ります。
　※中古品、リース品は対象となりません。（①、②共通）

☆募集期間
　７月１日（月）～ 11月１日（金）まで（※先着順）

※受付は、令和７年１月31日（金）までに事業が完了で
　きるものに限ります。
※予算の範囲を超えた場合は、募集期間中であっても終
　了します。
※予算額には限りがあり、対象者であっても満額交付さ
　れない場合があります。
※その他の詳細は町ＨＰをご確認頂くか、住民課へお問
　合せ下さい。

●問合せ先
　住民課　☎６８－６１０３

令和6年度三重県太陽光発電設備等設置費（個人向け）
補助金の募集を開始！
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食生活改善推進員（ヘルスメイト）とは

　「私達の健康は私達の手で」をス
ローガンに、食を通じた健康づくり
のボランティア団体として全国で組
織され、木曽岬町では昭和48年に
発足しました。現在8名の会員が所
属しており、配食弁当作りや親子ク
ッキング、おせち料理作り教室や食
のボランティアなどの活動を実施し
ております。食を通じて健康づくり
の輪が地域全体に広がっていくこと
を目指しています。

「栄養教室（食生活改善推進員養成講座）」参加者募集
　栄養教室では、木曽岬町食生活改善推進員「ヘルスメイト」として地域で活躍していただくことを目指し、健康づ
くりのための栄養や食育、食品衛生、生活習慣予防、運動などの基礎知識を学習します。また、献立作成ではグルー
プで作りたい献立を決め、栄養素が基準を満たすよう食品成分表を見ながら計算をします。計算は少し大変ですが、
不足しがちな栄養素やとり過ぎている栄養素がわかります。ご自身やご家族の健康増進のためにも、ぜひ栄養教室に
ご参加ください。
　栄養教室を修了して「ヘルスメイト」になると、季節に応じた食事バランスメニューの料理教室や配食弁当づくり、
食のボランティアなどに参加できます（月1回程度）。食を通じた仲間づくりの場にもなります。皆さまのご参加、
心よりお待ちしております。

●と　　き／ 10月4日、11月1日、12月6日、令和7年1月10日、2月7日、3月7日
　　　　　　いずれも金曜日　午前10時～午後3時　※10月4日のみ午前10時～正午
●場　　所／くわなメディアライヴ2階　第1会議室等
●対　　象／町内在住の方　※栄養教室の修了者は基本的には受講できません
●定　　員／ 25名程度（申込者多数の場合は抽選）
●初回の持ち物／筆記用具、テキスト代
●料　　金／テキスト代 3,000円（初回10月4日に徴収）
　　　　　　調理実習費 800円程度×2回（実習当日に徴収）
　　　　　　※テキスト代は欠席や途中キャンセルの場合でも返金できません
●申込方法／木曽岬町保健センター窓口または電話（68-6119）まで
●申込期限／ 9月13日（金）
　　　　　　※日程等に変更がある場合は、申込みをされた方に連絡します
●問合せ先／木曽岬町保健センター　管理栄養士　☎68－6119
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教育委員会
☎68-1617

問合せ先
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学校給食『とまリッチ』
木曽岬トマト部会様より無償提供

　今年度も木曽岬トマト部会様より町の特産品であるトマトの中でも高濃度で高価な「とまリッ
チ」を学校給食用に約500個無償提供していただきました。水を極限まで絞って糖度を増すため、
皮が少し厚いのが特徴のとまリッチを食べやすいよう4Sと3Sの小さいサイズで提供していただ
き、5月23日（木）の給食でこども園の3歳児以上の園児と小・中学生には昔ながらの丸かじりで、
未満児には小さくカットして提供しました。　
　子ども達は、木曽岬自慢の特産品を笑顔で堪能していました。

小型ミルクパン、牛乳、とまリッチ、

五目焼きそば、かぼちゃ挽肉フライ

献立
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大会結果報告

第47回町内ソフトボール大会結果報告第47回町内ソフトボール大会結果報告
　5月12日（日）に体育協会とソフトボール連盟共催による“第47回町内
ソフトボール大会”が開催されました。昨年は大雨の影響で中止となり、2
年ぶりの開催となった今大会には町内外から全4チームが参加し、時折、
突風が吹き荒れる中、熱い戦いが繰り広げられました。
　試合はトーナメントで行われ、強打を見せた「藤栄」が見事優勝の栄冠
に輝きました。
　なお、試合結果は右記のとおりです。

優勝した藤栄チーム優勝した藤栄チーム白熱した試合の様子白熱した試合の様子

伊
勢
湾
岸

ク
リ
ニ
ッ
ク

藤
栄

バ
ッ
カ
ス

ブ
ラ
ッ
ク

キ
ャ
ッ
ツ

12 5 4 13

12 11

優 勝 ： 藤栄
準優勝：バッカス

“人権作文発表”“人権作文発表”“人権作文発表”
　さる5月31日に開催されました木曽岬町青少年育成町民会議総会の席上で、関　妃奈乃さん（木
曽岬中学校3年）より人権作文の発表がありました。

　総会に出席された皆様に今の中学生が何を思い何を
感じているのか、その一端を知っていただくことを目的
に企画したものです。

人権作文発表

「普通」タイトル

　中学校の人権学習でのアイマスク体験を踏まえて、
障がいのある方の大変さや「普通」という言葉は人そ
れぞれ違うということなど、自分の個性も他人の個性
も大切にしていきたいという思いを発表されました。 関  妃奈乃さん

せき ひ な の

　木曽岬町青少年育成町民会議では、次の時代を担う青少年が心身ともに健全に育っていける環境を
整えるため、さまざまな活動を展開しております。今後も町民のみなさまのご理解とご協力をお願い
いたします。
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今月の
図書館
コーナー

　地震は、地球の表面を覆うプレートの動きによって起こりますが、日本は複数のプレート
の境界を有する島国であり、世界有数の火山国です。季節風の影響を受けるためにはっき
りとした四季があり、それ故に自然災害と共存してきた歴史があります。古代の人々は、海
や川、山などを神聖なものとして畏れ、自然の中に宿る神を祀りました。富士山や三輪山を
仰ぎ、尊ぶ人は現代でも多いのではないでしょうか。
　7月は梅雨明けをすると猛暑の夏に突入しますが、自然を求めて出かけるよい季節です。この辺りは鈴鹿
山脈や多度山麓など素晴らしい山々もあり自然に恵まれています。利用者の中には登山好きな方も多く、ガ
イドブックや旅の本などの相談もよく承っています。お出かけにはぜひ図書館の書籍をご活用ください。

（日本列島の自然と日本人　西野順也・著　210.0ニシ・参照）（毎月一文字の漢字シリーズでコラムを連載します）

◎開館日・時間
　火～木 …… 午前10時～午後6時
　金 ………… 正午～午後8時
　土・日・祝 … 午前9時～午後5時
◎休館日、時間外は図書館入口または役場東口入口右の
　返却ポストに返却をお願いします。

●問合せ先／木曽岬町立図書館　☎40-9010
　　　　　　HP：https://www.ik.licsre-saas.jp/kisosaki/

7月 図書館カレンダー ●休館日　★よみきかせ会
日 月 火 水

61

8

2 3 4
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1514

28

9
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10

22
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16

12 13

2017

29 30

19

木 金 土

メインコーナー
・自
サブコーナー
・外
児童コーナー
・科

テ マコーナーー

18

31

23 24 2625

自

「図書館よみきかせ会」
（わいわい市場イベント）

●日　時：21日（日）午前10時～／午前11時～

●テーマ：「音楽に合わせた読み聞かせ」

※詳細は、イベントチラシ、HPまたはTwitterでご確認ください。

7月誕生日作家

上橋 菜穂子

15日生まれ。代表作「精霊の守り人」では野間児童文芸賞新人賞、「獣の奏者」では国際アンデル
セン賞作家賞受賞、「鹿の王」では本屋大賞、日本医療小説大賞を受賞をしました。
上橋菜穂子さんは、作家であり、文化人類学者です。幼少期に祖母から多くの民話を聞き、両親から
多くの物語を読み聞かせされ、中学生で海外ファンタジーに出会います。高校生で劇の脚本を書き、
大学生で作家デビューしました。作家になっても文化人類学の研究を続けた理由は、「作家として生き
ていくには自分の知識の大きさや深さで勝負する必要がある。そのために自身の土壌を豊かにする必
要があるため。」だそうです。アボリジニと共生するフィールドワークから『シェアリング＆ケアリング（分
かち合うことと、お互い世話をしあうこと）』を学びます。人間と自然が共存し、人々が滅びず生きてい
くためには、自分が見える世界だけでなく、世界を丸ごと俯瞰する鳥のような目線が必要だそうです。「鹿
の王」は、そんな鳥のような目線から描かれた作品。優れた児童文学は、子どものためだけではなく
大人も夢中になれるものです。図書館では上橋菜穂子さんの本を多く取り揃えています。どうぞ手に取
ってください。（命の意味　命のしるし」上橋菜穂子・著　児童461ウエ　参照）

お知らせ

2721

化資料館文
◎開館日
　毎週日曜日
　午前9時～午後4時

部公民館北
◎開館日
　火～日（年末年始・祝日を除く）
　午前9時～午後5時
※ただし日曜は午前9時～午後1時

※新体力テスト実施のため、町体育館一般開放及び軽スポーツ教室は中止となります。
※種目などの詳細は６月号の折込チラシをご覧ください。

新体力テスト開催新体力テスト開催
下記の日程で体力テストを開催します。

参加費は無料で当日参加も可能ですのでお気軽にご参加ください。

14日（日）、28日（日）　午前10時～午後4時
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　「夢に向かってがんばる木曽岬っ子応援キャンペーン　シーズン３」がスタートし、中学校の生徒たちは、５月
初旬に一人ひとりが自分の夢や目標を記入し、その実現のために何をすべきかと考え、「わたしのがんばり宣言」
にまとめました。その後、保護者の皆さまには、各ご家庭でお子さまが記入した「わたしのがんばり宣言」を見ながら、
「わが家の応援プログラム」に応援メッセージを記入していただきました。
　今回は、これまで取り組みを通して、生徒たちの変容や頑張っている姿をご紹介します。

　令和５年度末のアンケート調査では、「将来の夢や目標を持っている」と回答した生徒の割合は87.4%でした。
令和４年度末の調査では68.0％であったため、木曽岬っ子応援キャンペーンをはじめ、様々な取り組みを行って
きた成果が表れてきていると手応えを感じています。中学校では、引き続き、日々の学校生活や行事等を通して、
将来の夢や目標が定まっていない生徒はもちろん、全ての生徒のがんばりを応援していきます。
　また、保護者の皆さまに作成いただいた「わが家の応援スローガン」は、青少年育成町民会議の家庭教育部会に
おいて取りまとめ、町の健康カレンダーに掲載するなど、啓発に活用させていただきます。今年度も、学校・家庭・
地域の皆さま方と共に木曽岬っ子の成長を見守り、応援していきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。

「夢に向かってがんばる木曽岬っ子」応援キャンペーン  シーズン３  連載シリーズ③【木曽岬中学校】

応援キャンペーン  シーズン3を迎えて・・・【中学校編】

今年度もよろしくお願いします

３回目の「わたしのがんばり宣言」  ～中学３年生～
　３年生にとっては記入も３回目。これから進路選
択の決定をしていかなければならないこともあり、
「夢や目標」を昨年度よりも具体的に書くことがで
きました。そして、夢や目標の実現に向け、学習時
間や読書時間を充実させることや、生活習慣では、
心身共に健康に生活するための方策、ゲーム・スマ
ホの使用時間を自分で決めてどう減らしていくかな
ど、一見できそうですが、継続するには少し困難な
目標を具体的にたてることができました。
　保護者の皆さまからは、「健康な生活を送ること
ができるように毎日食事面で支えます」、「学習の妨
げにならないように静かな環境を作ります」、「でき
るだけほめてよい関係づくりに努めます」など、子
どもたちに寄り添ったメッセージをたくさん記載い
ただきました。

キャリア教育「ようこそ先輩」から学んだこと ～中学2年生～
　昨年度、１年生の生徒は「ようこそ先輩」という授業を受けました。本校の卒業
生や地域で働く先輩方から、今の職業につくまでにどんな事を考え、何をしてきた
のかなどの話をしていただきました。その中で、「現在就いている仕事が、中学生
の時になりたかった仕事とは全く違っていても、そこにたどりつくまでに学習した
り体験したりしたことは、自分の経験値として積み重ねられ、今の仕事に大きな影
響を与えている」という話をお聞きしました。この時に多くの生徒が、『今自分がすべきことは、毎日の学習
をしっかり行っていくことであり、目標をもって計画的に努力を進めていくことだ』と考えることができました。
　そして、今年度２年生になった生徒たちは、５月末に職場体験学習に臨みました。体験学習の前には、社会
で必要なマナーを専門の講師の方に指導いただきました。その後、実際に電話で事前予約をしたり、訪問の際
に敬語を使って質問したりするなど、将来、社会に出たときに大切なことを地域の方々から学びました。職場
体験当日は、どの生徒も生き生きと活動しており、夢に向かってがんばる力強さを感じることができました。

　今年も生徒会執行部を中心にエコキャップの回収を行います。「やろまい夏まつり」でも
回収させていただく予定ですので、是非ご協力をお願いします。お知らせ
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リサイクルの森リサイクルの森
情ベイ 報ント

●問合せ先
㈱くわなＥサービス
☎0594-87-5133
HP：https://www.kwes-ebara.com

●開催日時／７月20日（土）　「ソーラーカーを作って走らせよう！」
　　　　　　７月27日（土）　防災学習「揺れに強いストローハウス作り」
　　　　　　【午前の部】午前10時から　　【午後の部】午後1時から
　　　　　　（約90分間のプログラムです。）
●会　　場／桑名広域清掃事業組合　リサイクルの森（桑名市多度力尾字沢地4028）
　　　　　　管理棟２階　ホール
●実施内容／•「ソーラーカーを作って走らせよう！」
　　　　　　　ペットボトルを使いソーラーカーを作ります。
　　　　　　　作った後は、太陽の下で実際に走らせて楽しんでみようと思います。
　　　　　　•防災学習「揺れに強いストローハウス作り」
　　　　　　　防災を学びながら、地震に強いストローハウス作りをします。
●参加対象／対象：桑名市・木曽岬町・東員町の在住者
　　　　　　定員：午前の部　参加者5組から8組30名程度                                                                                         
　　　　　　　　　午後の部　参加者5組から8組30名程度
　　　　　　イベントは、先着順の事前予約制となります。
　　　　　　参加ご希望の方は下記期間中に「リサイクルの森ホームページ」からネット予約に
　　　　　　てご応募ください。
　　　　　　小学生以下は保護者同伴でお願いいたします。
●応募期間／７月1日（月）午前9時から7月18日（木）まで　※ソーラーカー
　　　　　　７月1日（月）午前9時から7月25日（木）まで　※ストローハウス
　　　　　　期間内は24時間ネットで予約を受け付けています。
●問合せ先／リサイクルの森　くわなＥサービス
　　　　　　（☎0594-87-5133 ／ FAX0594-87-5152）

「ソーラーカーを作って走らせよう！」
防災学習「揺れに強いストローハウス作り」

夏休みイベント第1弾
夏休みイベント第2弾

ホームページは
こちらから

モノ・コトショップ開催
7/3（水）、10（水）、17（水）、20（土）、27（土）
　ご家庭で不用になったけれど、まだまだきれいで活躍しそうなモノをお持ちいただき、必要な人に
譲る不用品交換のお店を開催します。
●場　　所／桑名広域清掃事業組合　リサイクルの森　管理棟2階（桑名市多度町力尾字沢地4028）
●時　　間／午前10時～午後3時
●対　　象／桑名市、木曽岬町、東員町の在住者
●取扱商品／家具類、衣類、食器類、おもちゃ、絵本
　　　　　　持ち込み・持ち帰りともおひとり様5点まで
●問合せ先／リサイクルの森（午前9時～午後4時）（☎0594-87-5133 ／ FAX/0594-87-5152）
●商品紹介など弊社ホームページで随時更新しています。
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こんに ちは管理栄養士です
◆管理栄養士／☎68-6119

●利用できる日／月曜日～金曜日の午前
●7月の子育てサロンのお休み
　12日㈮、土・日曜日および祝日

子育てサロン

～健康日本21（第三次）がスタート！～～健康日本21（第三次）がスタート！～～健康日本21（第三次）がスタート！～
　正式には「21世紀における国民健康づくり運動」と言い、2000年度に厚生労働省によって策定
された日本国民の健康づくりのための指針です。13年度に一部の内容が手直しされた「第二次」が
始まり、今年の4月1日よりさらに見直された「第三次」がスタートしました。生涯で約2人に1人
が罹患すると推計されるがんや、心臓病、脳卒中、糖尿病などの生活習慣病予防に重点を置き、９つ
の分野で達成すべき目標が定められています。

栄養に関する改善目標

①適正体重を維持している者の増加
②児童・生徒における肥満傾向児の減少
③バランスのよい食事をとっている者の増加
④野菜摂取量の増加
⑤果物摂取量の改善
⑥食塩摂取量の減少

食生活を見直そう！食生活を見直そう！
健康日本21（第三次）では、野菜350ｇ/日、果物200ｇ/日と目標に定められています。

野菜をたくさんとろう
　野菜がからだに良いことがわかっても、今ま
であまり食べていなかった場合には、たくさん
とるのが大変かもしれません。野菜を食べると
きには、いためたり、ゆでたり、蒸したりする
など、熱を加えると、かさばらずに食べやすく
なります。なお、調理するときには塩分をとり
過ぎないように注意しましょう。

果物は毎日とろう
　果物は、毎日少しずつ食べるように心がけ
ましょう。果物が不足すると、がんになる恐れ
が高まることがわかっていますが、果物をたく
さん食べれば食べるほど危険性が低下すると
いうものではありません。また、果物は野菜と
異なり、糖質を多く含んでいるため、とり過ぎ
ると中性脂肪が増えたり、肥満になったりする
恐れがあります。

＊厚生労働省　スマートライフプロジェクトより

野菜100gの目安 果物100gの目安

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

生
活
の
ミ
ニ
情
報

カ
レ
ン
ダ
ー

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

リ
サ
イ
ク
ル
の
森

イ
ベ
ン
ト
情
報

こ
ん
に
ち
は

管
理
栄
養
士
で
す

トマト 中1個

きゅうり 1本

バナナ 1本 みかん 1個いちご 6粒

大根 中1/8本 にんじん 中1/2本

レタス
中1/2個

ブロッコリー
1/2株

グレープフルーツ
1/2個

りんご
1/2個
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職　種 年　齢

ア 大学を卒業又は来年３月卒業見込みの方
イ 短大、高校を卒業又は来年３月卒業見込みの方
　 （アを除く）
ウ アイと同等と認める方

救急救命士免許を有する方で、次に掲げる方
ア 大学を卒業又は来年３月卒業見込みの方
イ 短大、高校を卒業又は来年３月卒業見込みの方
　 （アを除く）
ウ アイと同等と認める方

平成8年4月2日
以降に生まれた
方

平成6年4月2日
以降に生まれた
方

募集人数 受験資格

10人程度消防職

桑
名
市
消
防
本
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
今
年
度
の
主
な
変
更
点
】

　
教
養
試
験
、
消
防
適
性
検
査
を
廃

止
し
、
適
性
検
査
（
Ｓ
Ｐ
Ｉ
３
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！

　
１
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試
験
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内
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都
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良
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時
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で
き
ま
す
！

●
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・
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）
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知

●
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内
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）

●
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方

　
２
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国
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災
警

　
報
器
の
作
動

　
確
認
な
ど
点

　
検
い
た
し
ま

　
す
。

⑵
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
付
け
支

　
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
取
付
け
を

　
希
望
す
る
世
帯
を
対
象
に
支
援
い

　
た
し
ま
す
。
依
頼
者
ご
本
人
で
住

　
宅
用
火
災
警
報
器
（
電
池
式
に
限

　
る
）
の
ご
用

　
意（
購
入
）を

　
お
願
い
い
た

　
し
ま
す
。

２
住
宅
防
火
診
断
を
実
施
い
た
し
ま

　
す
。

　
台
所
や
火
災
器
具
の
使
用
状
況
な

　
ど
を
確
認
し
て
、

　
火
災
予
防
の
ア

　
ド
バ
イ
ス
を
い

　
た
し
ま
す
。

ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

生
活
の

生
活
の

※

１
，
２　
消
防
職
員
が
直
接
ご
自

　
宅
へ
訪
問
し
、
無
料
で
支
援
・
実

　
施
い
た
し
ま
す
。

３
住
宅
防
火
講
習
会
の
ご
案
内

　
住
宅
火
災
の
発
生
を
防
ぎ
、
火
災

　
か
ら
命
を
守
る
た
め
の
対
策
に
つ

　
い
て
「
住
宅
防
火
講
習
会
」
を
実

　
施
し
ま
す
。
講
習
会
場
は
、
お
申

　
込
み
さ
れ
る
団
体
等
で
準
備
の
ほ

　
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
講
習
会
は
無
料
で
す
。

　
火
災
予
防
に
関
す
る
事
な
ど
、
お

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
桑
名
市
消
防
本
部　
予
防
課

　
　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
７
９

　
令
和
６
年
度
航
空
学
生
及
び
一
般

曹
候
補
生
並
び
に
自
衛
官
候
補
生
の

募
集
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

採
用
種
目
別
試
験
日
程
等

【
採
用
種
目
】
航
空
学
生

●
受
付
期
間

　
７
月
１
日
〜
９
月
５
日

●
受
験
資
格

　
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在

　
⑴
海
上
自
衛
隊

　
　
高
卒（
見
込
み
を
含
む
。）
２３
歳

　
　
未
満
の
者

　
⑵
航
空
自
衛
隊

　
　
高
卒（
見
込
み
を
含
む
。）
２４
歳

　
　
未
満
の
者

【
採
用
種
目
】
一
般
曹
候
補
生

●
受
付
期
間

　
７
月
１
日
〜
９
月
３
日

●
受
験
資
格

　
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
１８
歳

　
以
上
３３
歳
未
満
の
者

【
採
用
種
目
】
自
衛
官
候
補
生

●
受
付
期
間

　
⑴
男
子
：
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て

　
　
　
　
　
お
り
ま
す
。

　
⑵
女
子
：
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て

　
　
　
　
　
お
り
ま
す
。

●
受
験
資
格
（
男
女
共
通
）

　
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
１８
歳

　
以
上
３３
歳
未
満
の
者

　
　
〒
５１０―

００７４　
三
重
県
四
日
市
市
鵜

　
　
の
森
１
│
１４
│
１１

　
　
（
阿
部
ビ
ル
２
Ｆ
）

　
　
自
衛
隊
四
日
市
地
域
事
務
所

　
　
☎
０
５
９
│
３
５
１
│
１
７
２
３

　
　
受
付
時
間

　
　
午
前
８
時
３０
分

　
　
　
　
〜
午
後
５
時
１５
分

令
和
７
年
度　

桑
名
市
消
防

職
員
採
用
予
定
者
（
令
和

７
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

募
集

桑名市HP

桑名市LINE

消防職員が
取付け
お手伝いします。

消防職員が
点検します。

自
衛
官
の
募
集

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

リ
サ
イ
ク
ル
の
森

イ
ベ
ン
ト
情
報

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

生
活
の
ミ
ニ
情
報

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ん
に
ち
は

管
理
栄
養
士
で
す

問

問
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介
護
職
場
の
人
材
不
足
を
改
善
す

る
た
め
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
旧
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
２
級
と
同
等
の
資
格
で
、

生
活
援
助
と
身
体
介
護
の
両
方
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
資
格
で
す
。

介
護
職
員
、
訪
問
介
護
員
と
し
て
働

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
応
募
要
件

　
三
重
県
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

　
概
ね
７０
歳
未
満
で
介
護
業
務
に
就

　
労
し
て
い
な
い
方
。

　
研
修
終
了
後
、
三
重
県
内
の
介
護

　
職
場
に
介
護
職
員
と
し
て
就
職
し

　
て
い
た
だ
け
る
方
。

　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
と
同
等
以

　
上
の
資
格
を
有
し
な
い
方
。

●
募
集
定
員

　
３９
名

　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
受  

講  

料

　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
５
，
５
０
０

　
円
は
自
己
負
担
）

●
受
講
内
容

　
通
学
（
講
義
・
実
技
・
修
了
試
験
）

　
通
信
学
習

　
（
課
題
を
指
定
す
る
期
日
ま
で
に

　
提
出
）

　
職
場
体
験
２
日

　
（
県
内
高
齢
者
施
設
）

●
通
学
及
び
説
明
会
場

　
三
重
県
社
会
福
祉
会
館

　
（
津
市
桜
橋
２
│
１
３
１
）

〈
研
修
日
程
〉

●
会
場
説
明
会

　
８
月
２６
日（
月
）

　
午
後
１
時
３０
分
│
午
後
３
時

●
Ｗ
Ｅ
Ｂ
説
明
会

　
８
月
３０
日（
金
）

　
午
後
１
時
３０
分
│
午
後
３
時

●
募
集
期
間

　
９
月
９
日（
月
）
消
印
有
効

●
研
修
期
間

　
１０
月
１
日（
火
）〜
１２
月
２６
日（
木
）

　
（
う
ち
通
学
１７
日
）

※

説
明
会
は
参
加
必
須
（
要
事
前
申

　
込
：
会
場
ま
た
はW
EB

の
ど
ち

　
ら
か
を
選
択
）

　
　
　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
介
護
職
員
初
任
者
研
修

　
　
　
（
就
職
氷
河
期
世
代
）

　
　
　
☎
０
５
９
│
２
２
７
│
５
１
６
０

　
福
祉
・
介
護
に
関
心
の
あ
る
方
を

対
象
に
職
場
体
験
を
実
施
し
ま
す
。

•
福
祉
・
介
護
職
場
へ
の
就
労
を
検

　
討
し
て
い
る
方

•
進
路
選
択
や
転
職
な
ど
で
、福
祉
・

　
介
護
職
場
を
検
討
し
て
い
る
方　

　
な
ど

【
就
労
体
験
コ
ー
ス
】

　
２
日
以
上
で
じ
っ
く
り
実
際
の
職

場
を
体
験
！！

　
１
日
の
流
れ
や
サ
ー
ビ
ス
を
知
り
、

仕
事
内
容
や
適
性
を
確
認
で
き
ま
す
。

実
際
に
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と

で
就
職
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
！

【
こ
こ
ろ
み
コ
ー
ス
】

　
３
時
間
で
職
場
の
雰
囲
気
を
体

感
！！

　
福
祉
・
介
護
に
興
味
が
あ
る
け
ど

不
安
な
あ
な
た
、
ま
ず
は
現
場
を
覗

い
て
み
ま
せ
ん
か
？

※

参
加
費
無
料

　
　
社
会
福
祉
法
人

　
　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
職
場
体
験
担
当

　
　
〒
５１４―

８５５２　
津
市
桜
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
２
丁
目
１
３
１

　
　
三
重
県
社
会
福
祉
会
館
２
階

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
７
│
５
１
６
０

　
　
（
平
日　
午
前
９
時
〜
午
後
５

　
　
時
）

河
川
で
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う

　
木
曽
三
川
下
流
部
で
は
水
上
バ
イ

ク
や
水
上
ス
キ
ー
の
利
用
者
が
増
え
、

他
の
利
用
者
と
の
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
、

ま
た
地
域
住
民
や
漁
業
へ
影
響
を
及

ぼ
す
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

●
他
の
利
用
者
に
迷
惑
と
な
る
行
為

　
（
迷
惑
駐
車
、
ゴ
ミ
の
放
置
等
）は

　
や
め
て
く
だ
さ
い

●
地
域
住
民
の
迷
惑
と
な
る
行
為
は

　
や
め
て
く
だ
さ
い

●
漁
業
の
操
縦
に
迷
惑
と
な
る
行
為

　
は
や
め
て
く
だ
さ
い

●
カ
ヌ
ー
や
レ
ガ
ッ
タ
等
の
非
動
力

　
船
の
周
辺
を
通
行
す
る
と
き
は
十

　
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い

●
迷
惑
行
為
が
続
く
場
合
は

　
河
川
内
へ
の
車
両
に
よ
る

　
立
ち
入
り
を
禁
止
す
る
こ

　
と
が
あ
り
ま
す

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
し
い

ル
ー
ル
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
「
働
き
た
い
け
ど
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
・・・
」「
働

き
た
い
け
ど
、
自
信
が
持
て
ず
一
歩

が
踏
み
出
せ
な
い
・・・
」
な
ど
、

働
く
こ
と
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
１５

歳
〜
４９
歳
ま
で
の
方
の
就
労
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
８０
・
５０
問
題
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
に
、
３０
代
４０
代
の
引

き
こ
も
り
か
ら
の
脱
却
、
そ
の
先
の

就
職
支
援
も
重
要
課
題
で
あ
り
、
当

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
対
応
を

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
毎
月
原
則
第
３
木
曜
日
午
前
９
時

３０
分
〜
午
前
１１
時
３０
分
、
木
曽
岬
町

福
祉
・
教
育
セ
ン
タ
ー
和
室
で
出
張

相
談
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
事
前
予
約
制

　
北
勢
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

　
シ
ョ
ン

　
☎
０
５
９
│
３
５
９
│
７
２
８
０

●
相
談
予
定
日（
原
則
第
３
木
曜
日
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修

（
通
学
・
通
信
講
座
併
用
）

受
講
生
募
集

福
祉
・
介
護
の
お
仕
事

職
場
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

三重県福祉人材センター

木曽三川下流部水面利用

令和7年1月

12月19日

1月16日

2月20日

7月18日

8月15日

9月19日

3月18日

7月 12月

8月

9月

10月

2月

3月10月17日

11月 11月21日

北
勢
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

生
活
の
ミ
ニ
情
報

カ
レ
ン
ダ
ー

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

リ
サ
イ
ク
ル
の
森

イ
ベ
ン
ト
情
報

こ
ん
に
ち
は

管
理
栄
養
士
で
す

※3月は3月18日（火）に
　なります。

問

申・問
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町内5月の交通事故

●件数／13件（70件）●死者数／0人（0人）●負傷者数／1人（5人）
（　　）…令和6年累計

ミーポ君

■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635警察署コーナー

有料広告募集
　「広報きそさき」に掲載する有料広告を募集して
います。
　掲載を希望される方は、議会事務局までお問い合
わせください。

縦 50㎜×横170㎜ … 3,000円
2分の1として掲載 … 1,500円
（※生活のミニ情報１段相当）

有料広告掲載料金
「広報きそさき」

問議会事務局　☎68-6108

サマージャンボミニ5,000万円サマージャンボミニ5,000万円サマージャンボミニ5,000万円
サマージャンボ7億円サマージャンボ7億円サマージャンボ7億円

（1等5億円・前後賞各1億円合わせて）

（1等3千万円・前後賞各1千万円合わせて）

各1枚 300円公益財団法人三重県市町村振興協会

この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。

発売期間 7/8月～8/8木
抽せん日 8/23金7月8日月2種類同時発売！

夏の交通安全県民運動
７月１１日（木）～７月２０日（土）

　夏本番を迎え、行楽などで自動車を運転する機会が増えるほか、暑さやレジャーの疲れから運転者の注意力が散漫にな
りがちです。
　本運動を通じて自分の交通行動を見つめ直し、交通ルール遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけて、交通事故防止
を図りましょう。

運 動 の 重 点
こどもと高齢者の交通事故防止
次代を担うこどものかけがいのない命と交通事故死者
の多くを占める高齢者を社会全体で交通事故から守り
ましょう。
運転中に高齢者やこどもを見かけたら速度を落として
注意しましょう。

1

シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
シートベルトはご自身やご家族の命を守ります。
交通事故に遭った時の被害を軽減させるため、車に乗っ
た時は全ての座席でシートベルトを着用しましょう。
また、６歳未満のこどもを乗車させる際は、チャイル
ドシートを着用しましょう。

3

飲酒運転の根絶
県民一人ひとりが「飲酒運転は絶対しない、させない、
許さない」という強い自覚を持ち、飲酒運転を根絶し
ましょう。
また、「あおり運転」（妨害運転）は、交通事故につな
がる極めて悪質・危険な行為で、重大な犯罪です。
こころと時間にゆとりを持って、おもいやり運転に努
めましょう。

4

自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底
自転車は、手軽で便利な乗り物ですが、「車のなかま」
として、交通ルールを守りましょう。
自転車を利用する人は、自分の命を守るためにヘルメ
ットを着用しましょう。
また、電動キックボード等を利用する際は、交通ルー
ルを守り、ヘルメットを着用して、安全運転に努めま
しょう。

5

歩行者優先意識の徹底と安全な横断方法の実践
一般社団法人日本自動車連盟が昨年調査した、信号の
ない横断歩道における自動車の一時停止率は51.3％で
未だ約半数の車両が停止していません。
ドライバーは、横断歩道における歩行者優先を徹底し
ましょう。
また、歩行者の方は、近くに横断歩道があれば横断歩道
を渡るなどの交通ルールを守り、安全に横断しましょう。

2

夏の交通安全県民運動期間中の「日を定めて行う行動」
交通安全の日

横断歩道“ＳＯＳ”の日
７月１１日（木）

高齢者交通安全の日
（Ｓ・Ｓデー）
７月１５日（月・祝）

あらゆる交通安全活動を通じ、県民の交通安全意識の高揚を図るとともに、横断歩道における
歩行者優先の徹底を推進します。

一人ひとりが思いやりの行動を心掛け、高齢者を交通事故から守りましょう。
また、高齢者の方は、慎重な行動を心掛け、交通事故から命を守りましょう。

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

リ
サ
イ
ク
ル
の
森

イ
ベ
ン
ト
情
報

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

生
活
の
ミ
ニ
情
報

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ん
に
ち
は

管
理
栄
養
士
で
す



15 広報きそさき　2024.7.1

主 な 行 事 備 考場 所 時 間

月カレンダー7

中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

●町のホームページ
　https://www.town.kisosaki.lg.jp/

福 祉 課 68－6104
住 民 課 68－6103
税 務 課 68－6102
危機管理課 68－6101
総務政策課 68－6100

子ども・健康課（保健センター）68－6119
町立図書館 40－9010

教育委員会 68－1617
議会事務局 68－6108
会 計 課 68－6107

68－6106建 設 課

産 業 課 68－6105

夜間・休日電話 40－9008
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

※健康カレンダーと変更されている行事があります。ご注意ください。
　なお、下記の行事も、状況によっては変更となる場合もあります。

※ごみ減量にご協力をお願いします。
　（資源ごみ、廃品回収をご利用く
　ださい。）
※生ごみなど水分の多いものは、水
　切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別し
　て専用のごみ袋に入れてください。

Ａ 地 区
新加路戸・上加路戸・中加路戸・
大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・なぎ
さ台

対象地区

資源ごみ

Ｂ 地 区

可燃ごみ
毎週月・木曜日

  1日・  4日・  8日・11日・15日
18日・22日・25日・29日

毎週火・金曜日
  2日・  5日・  9日・12日・16日
19日・23日・26日・30日

不燃ごみ 毎月第１・第３水曜日
3日・17日

粗大ごみ 毎月第２水曜日
10日

毎月第４水曜日
24日

毎月第４日曜日
28日

プラスチック製
容器包装

毎週水曜日
3日・10日・17日・24日・31日

家庭ごみ収集におけるお願い 　木曽岬町では、ごみの分別、収集日の確
認に便利なごみ分別アプリ「さんあ～る」
を配信しています。是非ご利用ください。
QRコードからアプリをダウンロードして、
お住いの地区を設定してください。

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

iOS Android

3 ㊌•転倒予防教室 福祉・教育センター 午後1時30分～午後3時

18㊍•歯っぴい指導室 保健センター 午後1時30分～午後2時30分

11㊍•すくすくひろば 保健センター 午前10時～午前10時30分

23㊋•オレンジカフェ 福祉・教育センター会議室2 午後1時30分～午後3時

24㊌•いす・たいそう教室 保健センター 午後1時30分～午後3時

5 ㊎•トマッピーキッズサール（七夕会） 木曽岬こども園

17㊌•言語訓練•転倒予防教室
保健センター
福祉・教育センター

要予約☎68-6119午後1時30分～午後3時
午後1時30分～午後3時

25㊍•人権相談・心配ごと相談・行政相談•カウンセリング
福祉・教育センター
保健センター 要予約☎68-6119

午前9時～午前11時30分
午前10時45分～午前11時45分

28日•日曜役場 役場　住民課 午前8時30分～午後5時 収納・証明業務

7月の納付
●固定資産税（7/31納期限） …………… 第２期分
●国民健康保険料（7/31納期限） ……… 第１期分
●後期高齢者医療保険料（7/31納期限）  第１期分
●こども園保育料（7/31納期限） ………… ７月分
●学校給食費（7/16納期限） ……………… ７月分
口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。

納付を
お忘れなく

！

16㊋•トマッピーキッズサークル 木曽岬こども園 午前9時30分～午前11時30分

19㊎
•チャイルドケア講座・交流会
•すこやか相談
•育児相談

保健センター
保健センター
保健センター

要予約☎68-6119
要予約☎68-6119

午前10時30分～正午
午後1時30分～午後2時30分
午後2時30分～午後3時30分
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木曽岬町でパイナップル!?

木曽岬町でパイナップル!?

木曽岬町でパイナップル!?


